
親
不
知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
と

親
不
知
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ロ
ー
ド
を
周
遊
し
て
、

北
陸
路
一
の
難
所
「
天
険
親
不
知
」
と

鉄
道
遺
産
の
壮
大
な
歴
史
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
親
不
知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
」の
歴
史

　「
親
不
知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
北
陸
道
最
大

の
難
所
天
険
親
不
知
の
断
崖
絶
壁
を
貫
通
さ
せ
、

整
備
さ
れ
た
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
明
治
39
年
４

月
に
富
山
・
直
江
津
間
の
実
測
が
始
ま
り
、
明
治

40
年
３
月
か
ら
両
端
よ
り
工
事
が
施
工
さ
れ
、
大

正
元
年
10
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
用
い
ら
れ
た
レ

ン
ガ
の
多
く
は
大
阪
よ
り
海
路
に
て
運
ば
れ
、
地

元
産
の
レ
ン
ガ
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
以
降
、
当
地
域
で
は
黒

姫
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
石
灰
石
が
北
陸
一
体
に
輸

送
さ
れ
、
産
業
経
済
の
み
な
ら
ず
生
活
文
化
に
つ

い
て
も
地
域
の
近
代
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
40
年
に
複
線
化
と
な
り
、
貨
物
や
旅
客

の
輸
送
の
役
目
を
終
え
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の「
親
不
知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
」

　
建
造
か
ら
100
年
以
上
が
経
過
し
ま
す
が
、

断
崖
絶
壁
に
あ
る
レ
ン
ガ
積
み
の
ト
ン
ネ
ル

は
、絶
大
な
存
在
感
が
あ
り
、当
時
の
土
木
工

事
の
英
知
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
貴
重
な
土

木
遺
産
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
等
が
設
置
さ

れ
、通
行
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
親
不
知
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ド（
親
不
知
旧

道
）」と
遊
歩
道
で
結
ば
れ
、周
遊
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

用　途　：　旧鉄道トンネル
形　式　：　山岳トンネル、レンガ積み
延　長　：　667.82m
幅員・高さ　：　4,572mm・4,700mm（鉄作乙第4375号形断面）
竣　工　：　大正元（1912）年　※明治40（1907）年起工
備　考　：　昭和40（1965）年に廃線

奥に見えるのが「親不知レンガトンネル（西側坑口）」（大正初め頃）

基本データ
▶北陸自動車道親不知ICより
　天険コミュニティ広場まで車で４分
▶えちごトキめき鉄道日本海ひすいライン

親不知駅より
　天険コミュニティ広場まで車で８分
▶天険コミュニティ広場より
　親不知レンガトンネルまで徒歩７分

アクセス

親
不
知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル

〒949-0392 新潟県糸魚川市大字青海4648-11
TEL.025-562-2260　FAX.025-562-5174
E-mail omishisyo@city.itoigawa.niigata.jp

糸魚川市総務部青海事務所 振興係
〒941-0061 新潟県糸魚川市大町1-7-11
TEL.025-553-1785　FAX.025-553-1786
E-mail itokan@world.ocn.ne.jp

糸魚川市観光協会 観光案内所（ヒスイ王国館内）

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク

親
不
知
ジ
オ
サ
イ
ト

親不知レンガ
トンネル

親不知コミュ
ニティロード

東屋・ウェストン像
東坑口

東側遊歩道

天険コミュニティ広場
如砥如矢

展望広場

西坑口

西側遊歩道
（冬期間閉鎖）

親不知
観光ホテル

親不知レンガトンネル～親不知コミュニティロードの周遊は約
2km、所要時間は60分～90分です。
※遊歩道は斜面にあるため昇降があります。西側遊歩道は、冬期間（12月～

3月）閉鎖します。

ウェストン像

展望広場（トンネル西側） 親不知レンガトンネル

親
不
知

国
名
勝
・
天
下
の
険

国
名
勝
・
天
下
の
険お

や
し
ら
ず



白鳥山（標高1,287m）

北陸自動車道
日本海ひすいライン

江
戸
時
代
の
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
も
通
行
し
た
親
不
知
。当
時
の
雰
囲
気

を
今
に
伝
え
る
約
7
0
0
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
絶
壁
が
、「
お
く
の
ほ
そ
道

の
風
景
地
」の
ひ
と
つ
と
し
て
、国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◉
国
名
勝
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地 

親
し
ら
ず
」

関所エノキ
親不知レンガトンネル

親不知コミュニティーロード

天険トンネル
←糸魚川市街

階段

富山→
国道8号

親不知
観光ホテル

一枚岩

ウェストン像

明
治
時
代
、日
本
近
代
登
山
の
父
・
英

国
の
W・ウ
ェ
ス
ト
ン
が
親
不
知
を
訪
れ

ま
し
た
。こ
の
機
縁
か
ら
ブ
ロ
ン
ズ
像
が

設
置
さ
れ
、毎
年
５
月
下
旬
、白
鳥
山

の
山
開
き
に
併
せ
て「
海
の
ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
で
大
国
主
命
と
赤
鬼
が

岩
を
投
げ
て
力
比
べ
を
し
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。ミ
コ
ト
の

投
げ
た
岩
は「
投
げ
岩
」と
呼
ば

れ
、勝
負
に
負
け
て
怒
っ
た
鬼
が

蹴
飛
ば
し
た
と
い
わ
れ
る「
鬼
蹴

り
岩
」に
は
、今
も
鬼
の
足
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
16
年
に
絶
壁
を
削
り
、国
道（
現

在
の
親
不
知
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
）
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、

岩
肌
に
「
砥
石
の
よ
う
に
滑
ら
か
で
、

矢
の
よ
う
に
速
く
通
れ
る
」
と
い
う

言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
げ
岩
と

鬼
蹴
り
岩

国
道
8
号
の
一
次
改
良
の
完
成
を

記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
広
場
。親

不
知
で
は
こ
の
展
望
台
か
ら
の
眺

望
が
一
番
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

祈
り
を
込
め
て
建
て
ら
れ
た
母
子

像
も
あ
り
、国
道
を
往
来
す
る

人
々
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

親
不
知
記
念
広
場

（
展
望
台
）

天
下
の
険
克
服
の
た
め
に
四
世
代
に
わ
た
り
建
設
さ
れ
た
道
の

変
遷
を
一
望
で
き
る
散
策
ス
ポ
ッ
ト
。旧
国
道
に
あ
た
る
こ
の
道

は
、昭
和
61
年
に
当
時
の
建
設
省
な
ど
に
よ
る「
日
本
の
道
百

選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
19
年
に
は「
親
不
知
旧

道
」と
し
て
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

親
不
知
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ド

松
尾
芭
蕉
が
滞
在
し
た
宿
場
町

と
し
て
知
ら
れ
る
市
振
。
「
奥

の
細
道
」
に
所
収
さ
れ
る
〝
一

つ
家
に
遊
女
も
寝
た
り
萩
と

月
〞
は
、
市
振
で
の
遊
女
と
の

出
会
い
を
詠
ん
だ
艶
や
か
な
一

句
で
す
。

道
の
駅

越
後
市
振
の
関

い
ち
ぶ
り

◉
展
望
台

（
ウ
ォ
ル
タ
ー・ウ
ェ
ス
ト
ン
像
）

大
正
元
年
か
ら
昭
和
40
年
ま
で
53
年
に

わ
た
っ
て
旅
客
や
貨
物
の
輸
送
を
支
え

ま
し
た
。当
時
の
土
木
工
事
の
英
知
を

語
り
か
け
て
く
れ
る
貴
重
な
レ
ン
ガ
積
み

の
ト
ン
ネ
ル
で
、平
成
26
年
に
土
木
学
会

選
奨
土
木
遺
産
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
旧
北
陸
本
線

親
不
知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル

と
の
ご
と
く
や
の
ご
と
し

◉
一
枚
岩

　（如
砥
如
矢
）

❸立竦如来
❹風波の海賊

❶駒返し

青海川ヒスイ峡

❷歌が浜

❺波除観音
❻ヒゲソリ岩

❼大懐

❽浄土崩れ

❾山姥の里 上路

　海道の松 親不知交流センター

桔梗屋跡

❶❷❸❹❺❻❼❽❾世
阿
弥
の
謡
曲
「
山
姥
」
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る
上
路
地
内
に

は
、
山
姥
洞
・
踊
岩
・
山
姥
神
社
・
山
姥
日
向
ぼ
っ
こ
岩
な
ど
、

山
姥
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
伝
承
地
が
あ
り
、
市
の
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。


